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・西洋式労務管理
・日本初の技術教育
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所
・その他

明治維新の混乱を乗り越え日本近代化を支えた横須賀製鉄所
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①製鉄所とは

近代工業を支えるには鉄ビスをはじめ鉄製品は重要です。製鉄所と言いますが、近代工
業に必要なほとんどの機材、機器をつくる総合工場でした。その後横須賀造船所となり、
日露戦争の前に横須賀海軍工廠へと変遷していきます。

③日本近代化への貢献

ペリー提督は、江戸の匠の技はすごいと言っていました。確かに江戸時代の匠の腕は
素晴らしいものがありました。しかしそれを近代工業組織としてまとめていくには「西洋式
の労務管理」が重要です。それらのノウハウもヴェルニーから学び横須賀製鉄所で育く
んでいきます。
後ほど、その一端を紹介します。

②明治維新を乗り越えた横須賀製鉄所

明治維新の混乱を乗り越え、国家の体制大きく変わったけど日本としての日本の近代化
を牽引する横須賀製鉄所の重要性は新政府においても認識されていたように思います。
歴史に“もしも”は禁句かもしれませんが、フランスに相当借金をしていたと思われます、
舵取りを誤れば、横須賀は香港の様に植民地化されていたかもしれません。先人の先見
性には頭がさがります。
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